
事務 ト

1

２　事業コスト

事業費

)

等（千円）
平成29年

事

度 平成30年度 平成3

業

1年度 令和02年度 令

経

和03年度

当初予算 決

費

算 当初予算 決算 当初予

○

算 決算 当初予算 決算 計

管

画 決算

事業費 15,1

理

26 14,544 15

経

,065 14,520

費

20,927 0 20,

○

927 0 0 0

伸び率（

[

％） 1.3% 0.5%

長

△0.4% △0.2%

期

38.9% △100%

総

0% 0% △100% 0

合

%

人件費
正規職員 11

計

,566 11,725

画

11,909 16,9

]

44 0 0 0 0 0 0

正規

そ

職員以外 1,550 1

の

,550 1,541 1

他

,541 0 0 0 0 0 0

分

小計 13,116 13

野

,275 13,450

別

18,485 0 0 0 0

目

0 0

国庫支出金 0 0 0

標

0 9,108 0 0 0 0

４

0

県支出金 0 0 0 0 0

誰

0 0 0 0 0

市　　債 0

も

0 0 0 0 0 0 0 0 0

そ

が

 の 他 0 0 0 0 0 0

安

0 0 0 0

一般財源（税

心

等） 15,126 14

し

,544 15,065

て

14,520 11,8

住

19 0 20,927 0

み

0 0

所要人数 正規職員

続

1.45 1.47 1.

け

49 2.12 0.00

ら

0.00 0.00 0.

れ

00 0.00 0.00

る

（人） 正規職員以外 0

持

.76 0.76 0.7

続

6 0.76 0.00 0

可

.00 0.00 0.0

能

0 0.00 0.00

主

な

な予算内訳
建物借上料

ま

12,790千円　ボ

ち

ランティア活動保険料

事

1,307千円など

業区分

３　目標

(

及び実績
指標名 単位 平

2

成29年度 平成30年

)

度 平成31年度 令和0

自

2年度 令和03年度

活

治

動
指
標

NPO・ボラン

事

ティアサロンを使用し

務

ている団体数(利用状

○

況)
団体

目標値 800

法

800 800 800

実

定

績値 866 735

達成

受

度(%) 108.3%

託

91.9% % % %

登録

事

団体による交流開催回

務

数
回

目標値 8 8 8 8

実

そ

績値 12 13

達成度(

の

%) 150% 162.

他

5% % % %

成
果
指
標

N

政

PO・ボランティア団

　

体の登録団体数
団体

目

策

標値 400 400 40

１

0 400

実績値 381

０

422

達成度(%) 9

地

5.3% 105.5%

域

% % %

ボランティア登

コ

録者総数
人

目標値 29

ミ

000 29000 29

ュ

000 29000

実績

ニ

値 29609 2989

テ

0

達成度(%) 102

ィ

.1% 103.1% %

の

% %

充実 会計

款

施　策 １
地域コミュニ

事

ティの充実 会計・ 項

予算区分 目

取組方針 １
コミュニティ活動への支援 大事業

中事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 自治振興課 山下英二 435-1011

事業実施の根拠法令 和歌山市

業

NPO・ボランティアサロン使用基準 関連課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事
業
目
的

ボランティアなどの市民公益活動に関わる市民や団体の

チ

「活動の拠点 「NPO・ボランティアサロン」を活動の場として提供し、当課に登録をしている団体に「NPO・ボランティ

」「情報の収集場所」「交流の場」「相談窓口」を提供することで アサロン」の会議室等の無料貸

ェ

出しや印刷機等の設備の貸出しを行うこと、またボランティア保険料を負

その活動を支援する。 担することで市民公益活動を支援する。また登録団体による交流会等を開催、またサロンスペースを通じ

事

て情報交換・情報収集

ッ

務

の手助けとする。

事
業

事

内
容

平成29年度 平成

業

30年度 平成31年度

N

令和02年度 令和03

o

年度

NPO・ボランテ

事

ィアサロンの NPO・

業

ボランティアサロンの

名

以下の内容は平成31

[

年度以降 以下の内容は

事

平成31年度以降

機能

ク

業

の充実と登録団体間の

基

交 機能の充実と登録団

本

体間の交 、自治振興課

情

で実施する。 、自治振

報

興課で実施する。

流を

]

図り、ボランティア参

1

加 流を図り、ボランテ

5

ィア参加 地域と学生を

0

繋げるプラット 地域と

3

学生を繋げるプラット

シ

2

を促進した。 を促進し

N

た。 フォームとしての

P

機能を持た フォームと

O

しての機能を持た

せた

・

地域連携拠点「和歌山

ボ

市 せた地域連携拠点「

ラ

和歌山市

地域フロンテ

ン

ィアセンター」 地域フ

テ

ロンティアセンター」

ィ

を活用し、多様な主体

ー

ア

の連携 を活用し、多様

推

な主体の連携

・交流を

進

促進するとともに、 ・

事

交流を促進するととも

業

に、

地域の活性化を図

事

る。 地域の活性化を図

業

る。

区分(



性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい 一部見直しが必要 ○ 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか ○ 急いで取り組む 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか できない ○ 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実 ○

現状維持

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

NPO・ボランティア団体の登録団体数やボランティア登録者数は目標値を上回ってきているが、利用団体数については横ば

いであるため、今後は会議室等のサ

４

ロン利用者数の増加を

　

図っていく必要がある

事

。

担当課評価の根拠

N

業

PO・ボランティアサ

の

ロンを「和歌山市地域

評

フロンティアセンター

価

」として強化する。具

評

体的には年末年始祝日

価

以外の全日

開館時間を

基

９：００～２１：００

準

とするなど開館時間を

[

延長する。(現行は年

妥

末年始祝日及び金曜日

当

休館、土日は17時ま

性

で)

また、市民公益活

]

動団体のみならず大学

事

、商店街も利用できる

業

こととすることで利用

の

者数の増加を図り、結

ニ

果として地域・

NPO

ー

・学生等多様な主体の

ズ

連携・交流を促進する

は

とともに、地域の活性

あ

化を図る。また壁面ホ

る

ワイトボードやコネク

か

トボー

見直し・改善内

増

容 ド設置による情報発

加

信や交流会・各種セミ

し

ナーの開催により団体

て

間の交流を促進してい

い

く。

る ○ 横ばい 減少している

[妥当


